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スピリチュアリティと女性－ジェンダーの視点から 
Spirituality and women – from a gendered perspective 
 
小松加代子 
 
要約：現代の日本で目に見えない力を求めるスピリチュアル・ブームが見られる。そ
の中心には多くの女性たちがいると言われるが、そうした中にはセミナーやグッズを
消費するばかりではなく、積極的に参加して自立する女性たちもいる。こうしたニュ
ーエイジに関連したグループは、その実践が形式化されず流動的であることと、自分
の体験が中心にあることから、女性が自分を肯定する方向へと向けられる可能性を持
っている。それゆえに組織の中で認められにくい女性のスピリチュアルな権威の獲得
の場となっていることを示す。 
 
キーワード： スピリチュアリティ、ジェンダー、ニューエイジ、ヒーリング、スピリ
チュアル・フェミニズム 
 
Abstract: It is said that being “spiritual” is a boom in Japan at the moment and there 
are many women who are presently in the midst of that boom. Those women are not 
only consumers of spiritual seminars and products, but also positive activists in 
“spiritual” fields. Within those circles, the fluidity of practice and the centrality of 
one’s own religious experience work towards liberating women. It is a place of 
personal redefinition and self-transformation for women.  
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はじめに 
 
スピリチュアル、スピリチュアリティという言葉が様々なところで使われ、日常的に目
にするようになってきている。スピリチュアル業界やビジネスを紹介する有元裕美子は、
その著書で、初詣に出かける人数は国民の約８割にのぼり、迷信と思いつつ、神仏や目に
見えないものの力の存在を否定もできず、目に見えない力を求めてスピリチュアル消費へ
向かうと、現代の日本人を分析している。さらに有元は、スピリチュアル・ブームと言わ
れる中心には女性たちがいて、スピリチュアル業界の消費者となっているという。（有元、
2011 年）しかし、スピリチュアルに何らかの形で関係している女性たちは、有元が述べる
ように幸運を求めてスピリチュアル業界に乗せられて消費するという受動的な存在だけな
のだろうか。 
本論文では、スピリチュアルの周辺で積極的に参加して自立する女性たちがいることを
取り上げ、あいまいなスピリチュアルという言葉の周辺でこそ活動することが可能となる
女性たちの状況とその意義に焦点をあてたい。  
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１．スピリチュアルという言葉の定義とジェンダーの視点 
 
「スピリチュアル」「スピリチュアリティ」という言葉は、既存の宗教研究の枠を外れた
新しい動きとみられることが多い。たとえば、現代の宗教性・霊性を、従来の宗教伝統と
は異なる形で広まっている、「スピリチュアル」「精神世界」「癒し」と言った言葉とその活
動からとらえようとして島薗進は、スピリチュアリティという言葉の代わりに「霊性」と
いう言葉を用い、その運動の特徴をいくつかあげ、「意識変容を究極的なものへいたる極め
て重要な指標と見る、自然や人間の中に内在する神的なものや霊的なものを尊ぶ、自律的
な個人の覚醒による「霊性」の開発を目標とする」などとまとめている。（島薗、1992 年） 
 また伊藤雅之は、1960 年代にアメリカでニューエイジという形で広まり、それが先進国
や日本にもたらされたものというとらえ方から、「グローバル・スピリチュアリティ」とい
う言葉を用いて、「新しいスピリチュアリティは主流文化に浸透する視野の広い文化運動と
なってきており、ニューエイジの垣根を越えてより広範な領域に浸透してきている。した
がって、グローバル・スピリチュアリティは、その中核にニューエイジ思想をもちつつも、
今日ではより幅広い文化現象の総称、あるいはホリスティックな世界観をもち、ゆるやか
なネットワークをその実践形態とし、その担い手たちは自立性を重んじながら意識変容を
めざす現代的な宗教現象である」とする。（伊藤、2003 年） 
 一方で方法論として大谷栄一は、今までの宗教研究の枠組みが既成宗教は集団論に中心
を置いてきたことから、新しい宗教研究の枠組みが必要となったとし、「「スピリチュアリ
ティ」をキーワードにしながら、これまでの既存の宗教研究の枠組みでは把捉できない宗
教状況の変化に焦点を合わせ、日本を中心に先進国社会で広くみられる典型的な事例を通
して検証し、その概念化を試み、新たな宗教研究の地平を切り拓く」必要があると述べて
いる。（大谷、2003 年） 
同時に、こうした動きが 1960 年代以降に登場した全く新しいものなのではなく、先行す
る動きが１９世紀にあったことも指摘される。たとえば湯浅泰雄は、世界的な広がりをも
つ現代の思想状況の中でも、近代医療と伝統医療の接近から出てきたものとして、スピリ
チュアリティと呼び、この流れは、19 世紀のメスマー心霊研究、フロイト、ユングのスピ
リチュアリズムから始まり、アメリカでニューエイジと呼ばれるものになったと述べてい
る。そして、「身体つまり生命の見方をめぐって、心身の根底にある人間性の本質、つまり
霊性の問題があらためて問われる状況が生まれつつある」としている。（湯浅、2003 年） 
このような既存の研究が依拠してきた宗教や宗教組織という枠組みにおさまらない動き
として、多くの研究者がスピリチュアリティ、あるいは霊性という言葉を用いて、その動
向をとらえようとしていることが分かる。しかし、その一方で、その動きの行為者として
女性が多いことは知られながら、こうした研究ではジェンダー的視点がその中心に来るこ
とは少ない。なぜ多くの女性が引きつけられるのかについては、「信じやすい」とか「乗せ
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られる」「騙されやすい」といった言葉ですまされがちである。たとえば磯村健太郎は、「自
己改革したい女性たち」は、「いまの自分はきらい、あかるくなりたい、癒されたい、なに
かに感動したい。そのような、くぐもった声が聞こえてくる気がする」といった、あたか
もあいまいな流れの中で、自己決定をすることのないかのような女性の描き方をしている。
（磯村、2007 年。）ここには、女性がなぜ自己改革したいと思うのか、を問う姿勢は見られ
ない。 
 また従来の「宗教」の持つ意味やイメージを避け、「宗教」からは距離をとっていること
に意義を見出す人々をひきつけていることも指摘されているものの、なぜ「宗教」から距
離を取りたいのかについては、「宗教」が怪しいものとしてとらえられているからという点
に触れているだけで、追求されてはいない。（葛西、2003 年。堀江、2011 年。） 
 
２．スピリチュアリティという言葉と女性 
 
ジェンダー不平等な社会の中で、宗教活動においても積極的な動きを認められにくい女
性たちの視点に立ってみれば、こうしたスピリチュアリティに関わる女性たちの動きの中
に「宗教」に対する不満と、活動できる場として受け取る女性たちの積極的な選択を見る
ことができる。 
そもそも、女性たちが自らの宗教的経験の意味を探る中で、19 世紀からスピリチュアリ
ティという言葉が積極的に使われ出したものだという点を見逃してはならない。19 世紀に
スピリチュアリティという言葉は、教会の権威とは別の形で女性たちの経験を語るものと
して欧米の女性たちによって用いられていた。教会で語ることを許されていなかった女性
たちは、女性のもつスピリチュアリティの優位性を語ることによって、宗教的活動の主導
権を得ようとしていたのである。 
1970 年代からの劇的な変化は、キリスト教あるいは教会の権威を必要としない形で、キ
リスト教の内外でスピリチュアリティという言葉が掲げられたことだった。1974 年に出版
された『父なる神を越えて』において、性差別のないキリスト教は不可能に近いと断言し
たメアリ・デイリーは、キリスト教を超える女性の運動は、「スピリチュアルな革命」であ
ると考えられると述べた。(Daly、1974) 
1976 年には、アメリカのボストンで、初めての全国女性のスピリチュアリティ会議
（Through the Looking Glass; A Gynergenetic Experience）が開かれている。そこには 1,500 人
の女性たちが参加したといわれる。それまで宗教的であることはキリスト教徒であること
と同等と考えられていた社会の中で、宗教的なものを求めて教会と衝突して悩む女性たち
も多かった。この会議で使われた「スピリチュアリティ」という言葉は、そうした女性た
ちにとって自分自身の宗教性を表現する象徴的言葉となった。教会に属さなくとも宗教的
であり得ることを、この言葉は表現していたのである。 
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ただし、スピリチュアル・フェミニストという言葉は、キリスト教会からの決別をした
女性たちを指すかのように使われがちであるが、決してキリスト教会との対立という図式
に押し込められてしまうものではない。むしろ、それまでの「宗教」という言葉が内包す
る意味や範囲が、組織や宗教的権威に偏りすぎていたことを示すものであるということが
できるだろう。キリスト教会のさまざまな教派の中でも、自分のスピリチュアルな生活に
自分で責任を持ちたいと考える女性たちの声も広まっている。（ウィンターなど編著、2009
年） 
1989 年の著書でウルスラ・キング（Ursula King）は、スピリチュアリティとは、「人間の
行動や経験を貫くもので、それらに加えられるものではない。スピリチュアリティとは、
個人と社会ともに、人間の発展の有機的でダイナミックな部分である、変革と成長の過程
ということができる」とし、単に新しい現代に特徴的な事象として捉えるのではなく、時
代にとらわれない普遍的で主体的な生き方として扱う。（King,1989, p.5）そうした普遍的な
立ち位置からの改革を求めているからこそ、フェミニズムとスピリチュアリティは、引き
裂かれた現代社会の中で、全体性とヒーリングへの探求、期待、追求となっているとキン
グは考えるのである。だからこそ、現代社会の状況を、「ポストモダン、フェミニスト、ジ
ェンダーの問題への批判的なサーチライトと、深遠なスピリチュアルな関心によって、私
たちの知識の位置と実践的な関わり方を再考させられるような新しい境界線に立っている」
と述べるキングの言葉は意味深い。（King, 2002, 2009） 
 
３．スピリチュアリティと女性 
 
 女性の主体的な生き方を求めるのは、フェミニストと呼ばれる女性たちだけではない。
ニューエイジ、スピリチュアリティの広まりの中で、特別にフェミニストと主張しない人々
にも、女性の生き方を肯定的にとらえようとする動きとして浸透しつつある。 
アメリカにおけるチャネリングを調査したマイケル・ブラウン（Michael F. Brown）は、
すでに 19 世紀から女性が活躍する場としてスピリチュアリズムがあったとしている。スピ
リチュアリズムは、女性たちが旅行したり、独立する手段を提供し、なかには結婚の申し
出を断ることもできた例などをあげ、チャネリングが、女性たちに社会的因習の束縛から
の避難先を提供していたこと、そしてチャネリングという行為を通じて、女性たちがより
勇敢な自己表現ができるようになったことを指摘している。（Brown, 1997）つまり、女性た
ちは男性の霊の受け手となり、男性の言葉を使い、解放された男性としてもふるまうこと
ができた。特にそれは、従来の既成宗教の中では男性の命令で動くしかなかったのとは違
って、女性が権威ある男性の仲介なしに、ミディアムとして霊の世界と直接関係すること
ができることでもあった。言い換えれば、チャネリングは、女性たちがキリスト教会では
認められない宗教的な権威を手に入れる機会を提供し、それによって女性たちは、男性の
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霊やエネルギーを自由に具象化することができた。そしてそれは現代のチャネリングにも
継続しているというのである。 
 本論文では、スピリチュアリティという言葉を定義することは意図していない。ニュー
エイジ、スピリチュアリティというあいまいな言葉のまま、その周辺で活動する日本の女
性たちへのインタビューを通して、その意義を考えてみたい。 
 
３．１ 潤子さんのケース 
 
まず一人のヒーラーを例に挙げてみよう。潤子さんは、ヒーラーとして、エネルギーワ
ーク 1 を行っており、またインターネットを通してのクリスタルなどスピリチュアルグッズ
の販売も行っている 30 代後半の女性である。 
 潤子さんの宗教への関心は 20 代から始まる。彼女は、20 代の 10 年間を、仏教系の宗教
団体に所属し、修業をしていた。横浜の集会ではいろいろな修行や組織の改革活動などに
積極的に参加していたものの、故郷に戻ってからは、男性中心のヒエラルキーの確定した
組織に次第に失望していった。また問題のほとんどが先祖や土地の因縁が原因とされるこ
とに疑問を持ったという。 
 そんな疑問の始まりは、22，3 歳の時の変換点から来ているのかもしれない。そのころ、
彼女の言葉を使えば、「女神のコンセプトが来た」、女性の創造的な力、セクシュアリティ
という思想的なひらめき、めざめがあった、という。それは、女性はみな女神であり、性
は聖であるというひらめきで、それに基づいた小説を書き始めた。 
 しかし、24 歳からうつ状態になったという。故郷でアルバイトをしたり、突然ヨーロッ
パへ旅行に出かけたりした。また、通信教育で歴史を学び始めたりした。うつ状態のまま、
出会った音楽にのめりこんで定職に就かない男性と結婚。不安定な中で、信仰が支えだっ
たという。子供が生まれ、今まで関係していた人たちとも疎遠になり、仕事も勉強も終わ
りになった。 
 29 歳の時に大きな変化が起こる。三島由紀夫のエッセイ 2 を読んで、女神神殿や聖娼の
ことを知る。そして、コルベルトの聖娼 3を読み、セクシュアリティの考え方が変わったと
いう。そしてずっと書いていた小説の中身が変わった。神話から太古的フェミに関心が移
り、小説を書き終えたときに区切りができたと感じたという。そして、小説を書きながら
海外のネットショップを見つけ、さらにアロマ、スピリチュアル、ナチュラルを扱うお店
で、スピリチュアル、ナチュラルというのは女性の力だと確信した。 
 この大きな変化の後、夫と別居。そのころテレビ番組で、中国雲南省の母系社会のこと
を知り、だんだんと元気になったという。そして翌年離婚し、思わぬきっかけでスピリチ
ュアルグッズの販売で仕事を始める。 
すでに子供が１歳の時に、ホームページを立ち上げてネット生活に入り、自分のエッセ
イと写真を載せていたのだが、娘が４歳になった時に保育園に入れるため、市役所の人と
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面接が必要だった。その際、仕事がないと保育園に預けられないというので、急遽ネット
ショップを開くことにしたのだという。そしてそのおかげで、娘を保育園に入れることが
できた。その時は、海外在住の日本女性が運営するショップを参考にホームページを作っ
た。仕入れなど最初は分からなかったので、ヨーロッパの友人などから送ってもらって始
めていき、次第に仕入れ方法や販売方法を習得していった。今では、スピリチュアルグッ
ズの店は姉妹店もできるほどである。またレイキ 4をはじめ、エネルギーワークを習いつつ、
自分で開発し、ヒーラーとして活躍している。 
 彼女がニューエイジ関係の読み物に触れたのは、彼女に訪れたインスピレーションと、
三島由紀夫のエッセイから始まった女神や聖娼などの話に端を発している。しかし、もと
もと歴史には関心をもっていたことに加えて、いくつかの要素が交差することによって、
ヒーラーへの道が開けて行ったと考えられる。 
まずは、参加していた宗教団体からの離脱である。上述したように、男性中心のヒエラ
ルキーの中で、新しい運動ができなくなってしまったことに、魅力を感じられなくなった
ことがあげられる。当時を振り返って潤子さんはブログの中で、現在の生活の中心となっ
ているニューエイジ的な考え方との違いを、かつての宗教は人間は苦労するために生まれ
てきたと考えるのに対して、ニューエイジ的な考え方は、人間は喜ぶために生まれてきた
と考えるというように書いている。ニューエイジ的な考え方に接することによって、10 年
かけた苦しみの中で解決のできなかったことが昇華されていく体験をしたという。 
また、奈良に住んでいた時期に、奈良で行われる神事が伝統的に男性を中心に行われて
いることに壁を感じるという経験もしたという。こうした経験から、行き詰まりを見せる
世の中に、理想的な社会への変換の可能性があるとすれば、「女性がイニシアチブを取る、
精神性の奥深い、母性的な概念に沿っていく他ないのではないか」ともいう。 
 ただし、スピリチュアルという言葉には注意が必要だと言う。このスピリチュアル・ブ
ームの中で、サイキックであることを求められることや、興味本位で試されることもあり、
自分の活動をスピリチュアルと呼ぶことには違和感を覚える。自分はサイキックではなく、
行っていることはエネルギーワークであると語る。エネルギーワークとは、人間に本来備
わっているホリスティックなあり方を想い出して、心と身体と魂に元気を取り戻す手伝い
をすることだという。 
 
３．２ ヒプノセラピスト美穂さん 
 
子育ての女性を手助けしたいという思いから心理学的手法を用いてセミナーを開き、さ
らにそこに催眠療法を用いた過去生体験を加えた美穂さん（50 代）の例を次に紹介する。 
 もともと宗教とは特別な関わりはなかった。両親は特に宗教的ではなく、二人とも仏教
嫌いだったという。また、美穂さんも宗教を求めたわけではない。 
 美穂さんもやはり、子供の保育園のために仕事を始めることになった。この時の起業研
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修事業に関連して、子供のやる気を上手に育てる親のためのトレーニングに出会った。そ
のセミナーを受講して、子供との関係が理解でき、希望の光を感じたという。 
 その後、夫が入院し動けなくなってしまって苦しい日々が続いたある日、「自分を愛しな
さい」という声が聞こえた。しばらくして出会った本がシャーリー・マクレーンの『アウ
ト・オン・ア・リム』だった。そこから精神世界の多くの本に出会うようになっていった。
そして出会ったのがヒプノセラピーである。しかし、ヒプノセラピーの資格を取ったもの
の、それをどう使うのか、まだ分かっていなかった。 
 その後、自分の中の声に導かれるまま、ケースワーカーの仕事を辞め、自分が希望の光
を見出した子育て中の親のためのセミナーを自分の考えたやり方で始めて行った。そのセ
ミナーを行っている中で、ある日読んだブライアン・ワイスの『前世療法』から勇気を得
たという。そして、催眠療法を取り入れたワークを行ってみようと決心することになる。 
 過去生セミナーでは、子育てに悩んでいる女性が対象となることが多いが、子供の一人
を愛せなくて悩んでいる、夫とうまくいかないといった悩みを、自分自身で過去生の関係
から読み解いていくように導く。ただし、過去生セミナーの目的は、あくまでも「今、こ
こ」をより充実して生きることと、自分を知ることに絞り込むこととしていて、美穂さん
は過去生にこだわらないように語りかけている。何度も過去生を見る人には、「もう飽きた
でしょうから、現在を生きましょう」と声をかける。そして、軽妙な語りで笑いを誘いな
がら、過去生は物語として現在に活かすようにと話かけている。 
 もともと宗教的なものを求めたわけではない美穂さんは、活動の一部として過去生催眠
療法は取り入れているものの、前世を知るために行うのではなく、現在を有意義に生きる
ための一つの方法にすぎないという点では徹底している。彼女によれば、「ひとつの物事や
出来事をたくさんの面からみる練習をして、自分の中にいろんな部分の自分がいることを
認めて、自分の意思でどれを表現していくかを選んで決める、間違ったら選び直す勇気を
持つ方法を紹介しているので、あくまでもお試し体験ワークにすぎない」ということにな
る。 
 この姿勢がはっきりするのは、カルチャーセンターで過去生催眠のセミナーを開催した
ことについて話を聞いた時だった。美穂さんによれば、カルチャーセンターには、スピリ
チュアルに関心を持っているものの、超能力や特別な存在からの教えといったものに依存
する人が集まりやすいという。アカシック・レコード、オーラ、宇宙の波動、などといっ
たことを知りたいと思ってくるので、そうした期待にはこたえられないし、こたえるつも
りもない。過去生催眠も、過去生を美穂さんが教えるのではなく、本人が望んでいるもの
を自分で手にしようと思わない限りは、効果がない。 
美穂さんの活動は、現在、子育て中の親のためのトレーニング、過去生セミナー、呼吸
法のセミナーの開催、心の科学関連の講演会開催にスタッフとして参加、映画「地球交響
曲」のチャリティー上映会の企画など、多岐に及んでいる。 
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 どの社会もいずれ母系社会、つまり母・子のつながりが中心の社会になるのではないか、
と考える美穂さんは、子育てや生き方に悩む人の語る場を提供したいと思っている。 
 
３．３ パーソナル・プロデューサー咲さん 
 
 美穂さんのセミナーからは、少しずつヒーラーとして育っていく女性たちがでてきてい
る。その中でも、咲さんは、パーソナル・プロデューサーという独自の道を歩みだした 40
代の女性である。 
 咲さんの子供のころから父親は病気がちで、経済的にも精神的にも苦しい時代があった
という。その時に、ある宗教団体に入ったが、その教えでは納得できないところがあった。
そして、自分も生きることに絶望していた。そんなときに見つけたのが、精神世界だった
という。精神世界に逃げ場を求めたという咲さんは、シャーリー・マクレーンやワイスの
本を読んで、過去生に興味を持って、美穂さんのセミナーに興味を持った。しかし、美穂
さんに会いに行くと、まずは、子育てセミナーを勧められて、過去生催眠にはすぐには入
れなかった。（美穂さんによると、その時にそのまま過去生体験をすると、依存してしまい
そうだった、という。） 
 デザイナーの仕事をしていたが、子供が病気になったことをきっかけに仕事を辞めて子
育てに専念し始めてから、体調が悪くなり、簡単に外出することさえ大変なくらいになっ
ていた。やっとの思いで、美穂さんのセミナーに参加。子育てセミナーにしばらく参加し
てから、ようやく過去生体験ができた。その時には、泣けて仕方がなかったという。過去
生では、夫と長男との関係が理解できた。長男は特に、過去でも大変な思いをしたのに、
また自分を選んで生まれてきてくれたと感じ、とてもうれしかったという。 
 その後、不思議と仕事を始める流れができていった。子供を通しての知り合いから、ブ
ティックの仕事を紹介された。そこでメイクアップを練習し、特に一般の人ができるメイ
クを考えるようになった。メイクで人は元気になれる、とメイクの力を認識した。また、
別のところで研修を受けられることになった。そこでインストラクターになった。しかし、
７時ころまで働く仕事になって、辞めた。その後、アロマサロンを紹介された。そしてオ
ーガニックレストランでメイクをしたり、他県のマッサージのお店でもメイクをした。フ
ァイシャルの研修に行かせてもらい、今度は教えるようにもなった。 
 そのうちに、アロマトリートメントをするようになり、そこで会ったお客さんから、自
分に似合う服を教えてほしいと言われた。少しずつ人から洋服を選ぶのを手伝うよう頼ま
れるようになり、次には、複数の人が一度にできるワークショップを開いてくれと頼まれ
た。そして今の仕事、その人の魂が喜ぶ服を選ぶパーソナル・スタイリングを始めること
になり、口コミで仕事が増えていった。今ではホームページやブログなどを通して参加し
てくれる人も増えている。 
 咲さんは、自分を「パーソナル・プロデューサー」と呼んでいるが、その仕事を次のよ
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うに説明してくれた。まず、最初に参加者の話を聞く。特に女性はいろいろなコンプレッ
クスをためていて、若いころに着たくても着られなかった服、買いたくても買えなかった
服、自分には似合わないと思って諦めていた服など、そうしたコンプレックスを解消する
ことから始める。話をしていく中で、自分はこんな風にしたかった、こんな場面を大切に
して生きていきたい、などという思いが伝わってくる。 
その後ショッピングに出かけるのだが、変性意識状態のような状況で、その人の服を見
つけるのに、どの店に行ったらいいか、がわかる。服も呼んでいるので、すぐに見つかる。
そして、人は自分に合った服を着ると、行動も変わる。元気になって、新しい展開が始ま
る人が多い。 
 このインタビューは美穂さんのセミナー体験者の集まりの日に行なった。その日の咲さ
んの過去生体験ではガイドが現れ、仕事をすることを後押しされたという。「あなたが稼ぐ
ことは夫が楽になることなので、夫は喜ぶことなのだ」と伝えられた。 
 
３．４ ゆるやかなつながり 
 
エネルギーワークを行う潤子さんのセッションでの参加する人たちとの関係は、教える
者と教えられる者という単純な図式に当てはまるものばかりではない。ヒーラーどうしが
互いのセッションを受けて学び合うこともあり、その間にゆるやかなつながりを持ってい
る。また、先に独立した人は、ヒーラーを目指す他の女性たちのモデルにもなっているこ
とが分かる。 
美穂さんのセミナーには、他にも家族の病気を通して、どうして自分がこんな目に会う
のかという意味を知りたいという人が見受けられた。そして、中には、宗教団体に行って
みたけれど、その意味を見出すことができず、過去生催眠を通してようやく納得がいった
という人もいた。また、仕事をすることについての決断をすることができた、という人も
複数いる。その決断を促してくれたのは過去生体験に現れた「ガイド」だと、彼女たちは
説明してくれたが、そのガイドが誰なのかについては、特にこだわっているようでもなか
った。またそのガイドについて、あるいはガイドが何と言ったか、について美穂さんはこ
だわっているわけでもなく、気楽に話を聞いている。あくまでも過去生体験の意味を解明
するのは体験者自身であり、美穂さんが見るわけでもなく、さらにはそれについて教える
というわけでもない。美穂さんのセミナーが、女性が自分で意味を見つけ出して、それを
受け入れ、自分で決断をしていく後押しの場となっていることが分かる。 
以上の数名の女性へのインタビューで全体を語ることはできないが、スピリチュアリテ
ィに関わる女性たちの活動の中に、次のような特徴を見出すことができる。まず、既存の
宗教団体に意味を見いだせないことが、スピリチュアリティと関わる理由となることがあ
った。悩みや苦しみの意味を求めて宗教団体に所属してみたことはあるものの、そこに回
答はなかった。そして、ニューエイジに始まるさまざまな本を読み、またさまざまなセミ
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ナーやセッションに参加している。気に入ったものがあると、教えることのできる資格を
得るまで参加してもいる。しかし、そのまま受講した１つの講座を繰り返して教えるので
はなく、自分のオリジナルなものへと創り上げている。というのも、一つのものに限らず
に、自分の関心に合わせて複数のセミナーに参加することが多く、その中から自分なりに
組み合わせができて行くからである。実際に彼女たちは複数のセミナーに参加しており、
一つの種類に縛られていない。そして、オリジナルのセミナーを作り出すことを制限する
ものもない。自分の経験をもとに独自の仕事ができることを発見し、場合によっては独立
し、経済的に自立することも可能となっている。 
そしてそのセミナーの価値を認めるのは、セミナーの受講者たちである。受講している
人たちの様子から、主催者としての自信を得ることができ、また必要に応じてセミナーの
形式・内容に変更を加えることもできる。そしてセミナーの受講者から、また独自のセミ
ナーを作り出して独立していく人も出てくる。 
独自のセミナーを主催し、受講生が集まってきても、そこで権威者として存在し、その
人を中心とした組織を作るわけではない。セミナーに参加する人が固定しているわけでも
ない。またセミナーを主催する一方で、自分の感じる必要性に応じて、さらに別のセミナ
ーに参加し、あらたな経験を重ねることも多い。常に流動的であるともいえる。このよう
な、ゆるやかなつながりの中で、スピリチュアリティに積極的に関わっている女性たちが
増えている。 
 
４．危ういスピリチュアル 
 
 スピリチュアルやスピリチュアリティがビジネスとして一つのマーケットを形成してい
ることから、ニューエイジやスピリチュアリティの問題点を指摘する声も多い。たとえば、
マーケットを利用しているのはニューエイジ系のグループに限らず、キリスト教会も利用
しているという点は指摘しながらも、ジェレミー・カレットとリチャード・キングは、1960
年代以降、宗教がマーケットに乗るようになると、消費者志向を重視するようになり、脱
伝統、個人の自由と探求という言葉がそのマーケット自体をも正当化するように使われ始
め、スピリチュアリティと宗教という文化的領域が実は企業主導に代わられてしまいつつ
ある、と危惧している。（J. Carrette and R. King, 2005）日本でも、スピリチュアル・マ
ーケットは１兆円規模であるといわれているという 5。 
また、自分自身で考えずに楽をして「幸せになりたい」という個人的で現世的な欲望に
向かっているのではないか、という批判がある 6。多額のお金をヒーラーにつぎ込んでしま
う、与えられる意味づけなしにはなにもできないというような、社会の中で困難に面した
人たちの逃げ場になっているのではないか、という問題点が指摘されている。 
 さらには、「不安」を煽って、それに対して安易な「癒し」を差し出されることで、人間
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の判断能力が歪められ、簡単に搾取されてしまう危険性があるとも言われる。櫻井義秀は、
「スピリチュアル」のイメージに惹かれて、いつのまにかカルトのグループに引き込まれ
ていく若者たちへ警鐘を鳴らしている。（櫻井、2009 年）スピリチュアルという言葉が、霊
能力者と称する人たちによる金儲け手段にもなっていることを指摘した朝日新聞では、「ス
ピリチュアルと名を変えて」というタイトルをつけている。（2011 年 11 月 23 日朝日新聞社
会面） 
 こうしたマイナス面について、今回インタビューした女性たちは十分に気づいている。
実際に彼女たちは、インタビューの中でスピリチュアルという言葉を使うことには躊躇を
見せている。潤子さんは、自分のセッションにやってくる人の中にサイキックな力で特別
な答えを聞かせてくれることを求める人がいるが、そうした人には答えられないし、答え
るつもりもないと考えている。潤子さんが行っていることは、そうした考え方とはまった
く違うものであるととらえている。また美穂さんも、スピリチュアル系のものに「はまっ
ている」人たちが、何かに依存する姿勢を崩せないことに気づいている。そうした人たち
には、自己変革をもたらすことはできないと考えており、自分の活動とはやはり異なるも
のととらえている。美穂さんの行っている過去生体験は過去生での辛い事や苦しいことを
発見して癒すことを目的とはしていないと明言しており、このことは注目に値する。咲さ
んのスタイリング・アドバイスも、受け取るかどうかはあくまでも受講生次第である。 
１回のセッションに数十万円を請求する有名なヒーラーもいるが、インタビューした人
たちのワークはそれほどの金額を要求するものではない。エネルギーワークも過去生体験
もあくまでも自分の力で生きていくためのエネルギーを自らに蓄えることを目的としてい
るのである。そして、スピリチュアリティや今を生きることを誰もが大切に考えられる社
会を一方で希求し、その一助となりたいと考えている。ここでも、こうした活動を現代に
特有の一過性のものと見て矮小化することなく、一連の動きの中に、キングの言う「個人
と社会ともに、人間の発展の有機的でダイナミックな部分である、変革と成長の過程」と
してのスピリチュアリティに向き合っている人々がいることを見逃すべきではないだろう。 
 
５．女性の自己の経験の権威づけとスピリチュアリティ 
 
スコットランドに広まったヒーリング、特にレイキの活動を研究したジュディス・マク
ファーソン（Judith Macpherson）は、ニューエイジに関連したグループには、女性が活動的
なヒーラーとして働くさまざまな場所があるという。それは、実践が形式化されず流動的
であることと、それゆえに自分の体験が中心にあることから、女性が自分を肯定する方向
へといく可能性を持っているからだと述べる。レイキの場合、書かれたものは男性による
ものが多いが、実践しているのは女性が多いため、その実践の中で自分にあったシンボル
を利用することができる。実際の草の根のレベルでは、女性のために女性によって行われ
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ている活動となっているのである。自分が治ったことから、他者を治してあげたいと思う
ようになったことを動機として、女性たちは教え始める。しかもそれができれば、収入も
得ることができるという二重の自治と力を手にすることができるという。（Macpherson, 2008）
この特徴はレイキに限らず、他のスピリチュアルの動きの中にも見ることができる。 
 本論文で見てきた例は、スピリチュアリティと呼ばれるさまざまな活動のほんの一部に
すぎないものの、その中に、女性であるがゆえに、あるいは女性であっても、活動の中で
充実感を得られるというその特徴を見ることができる。インタビューをした女性たちも、
自分の中で納得し、自分で体験した上で、それぞれの活動を自分の仕事として始めている。
自分の悩みや苦しみの意味を見つけ、それを克服するエネルギーを得たのは、権威者から
の教えや承認ではなく、自分の体験に見出したものからだった。ヒーラーとして働くこと
は、他の人の悩みに答えを与えることではなく、自分で決めていいのだ、ということを伝
えることでもある。それは、マクファーソンが強調するように、「癒されるということは、
長い間縛られてきた道徳観や社会的な制約から自由になることである。女性にとって、そ
れは、女性の身体を肯定的に、成長のための聖なる仲介であると再評価すること」である。
（Macpherson, 2008）またヒーリングは、それぞれの人がバランスのとれたエネルギー全体
になることであり、しかも、それをもたらすのはその人自身しかできない、という道筋は、
組織の中では提供し難いものであり、しかもその動作者として、女性がその立場に立つこ
とは現在の組織の中では認められにくいことを考えると、こうしたニューエイジからスピ
リチュアルの流れは、女性に大きな機会を提供しているということができるだろう。この
意味では、こうした女性たちの動きは、1960 年代のフェミニズム第２派の活動の重要な支
柱であったコンシャスネス・レイジングとも共通するようにみえる。 
 こうした積極的な女性たちの活動は、さらには女性たちの宗教的経験をどうとらえるの
かを既成宗教に問うものともなっている。既成宗教が男性中心の教義や組織を保持してい
るために、そこに意味を見出せない女性たちは、自ら別の形でスピリチュアリティを追求
し始めている。その動きは、既成宗教の中でも、外でも起きている。そしてそれは、一部
のフェミニストと自称する女性たちだけの動きではすでにない。既成の権力の中に組み込
まれた平等な権利の獲得の動きでもない。スピリチュアリティとは何か、生きることは何
かを既存の権力の力を借りずに、自ら問い続けている活動である。こうしたスピリチュア
ルな動きを、伝統を嫌う個人主義的なもの、安易に癒しを求めるものとして否定的にとら
えるだけでは、既成の宗教的教義や組織を現在のままで正当化することになるだけである。
スピリチュアルな生活とはすべての人にとってどのようなものかに対して、どの宗教も真
摯な回答を用意する必要に迫られているといえるだろう。 
 
付記：本文に登場する女性たちの名は、すべて仮名である。 
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注 
1 ニューエイジ、スピリチュアル関連で提供される対面式の講座には、ワーク、ワークショッ
プ、セッションなど、実施する人によっていろいろな言葉が使用されている。ここでは、レイ
キをはじめ、さまざまな経験の中からオリジナルに作り出したものを指しており、潤子さん自
身の使っている言葉を用いている。 
2 『不道徳教育講座』角川書店 (1967) 新装版 (1995/04) 
3 『聖娼―永遠なる女性の姿』 N. クォールズ‐コルベット (著), 菅野 信夫 (翻訳), 高石 恭
子 (翻訳)、日本評論社、(1998 年。 聖娼とは古代文明に実在した制度で、女神の愛を直接触
れさせる女性達のことで、そこでは精神と性愛が深く統合されていたとコルベットは述べる。
この聖娼のイメージを、現代の癒しに復活させようとする。 
4 レイキとは、日本の臼井霊気療法に始まったとされる民間療法の一種であるが、国外では、
Reiki と表記され広まった。その後、国外から日本に逆輸入されたものを「レイキ」と表記す
ることがある。ここでは、海外から伝わって広まっているものを指す。 
5 ただし、その中で分かっているのは、携帯占いサイト市場の 200 億円、ヨガ市場の約 1600
億円という値くらいで、それ以外は不明である。（有元、2011 年） 
6 たとえば、香山 リカ 『スピリチュアルにハマる人、ハマらない人』幻冬舎、2006 年。 
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